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　対象時代　古墳時代
　対象地域　群馬県
　研究対象　鉄鏃

―― 要 旨 ――
　古墳時代における鉄鏃の棘状関の出現の時期の問題は、特に東日本における鉄鏃の状況を検討する上で重要である。

当稿では、群馬県において棘状関が出現する時期の代表的な鏃について、個々の資料を検討して、その出現の時期及び

その様相を明らかにするものである。

　検討の結果、５世紀後半から頸部が長頸化するとともに、関部が直角関から関に向けて広がる台形関状になるととも

に、６世紀初頭から前半の須恵器MT15型式並行期のうち横穴式石室導入期に、短頸腸抉長三角形鏃を中心に鉄鏃の関部

に段状の棘状関が形成されることが分かった。さらに、６世紀中頃の須恵器TK10型式並行期に、突出部を有する明瞭な

棘状関が形成されることも確認できた。また、棘状関については、地域により多少、導入に向けた動きが異なる可能性

があることが想定された。

　群馬での棘状関の出現が横穴式石室の導入とほぼ同時期と考えて良いことが分かり、大きな変化の中での一つの動き

として捉えることができることを示すものである。
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はじめに
　昨年度の研究紀要で、６世紀前後の鉄鏃の複雑な様相
について当該時期の鉄鏃の遺構種ごとの様相を詳細に明
らかにする中で、遺構種に応じた鉄鏃の在り方とその特
徴を示した。その検討の中で、東日本の古墳時代鉄鏃を
考える上で、特に６世紀中頃～７世紀中頃に盛行する棘
状関について、その出現と定型化についての検討が必要
なことを痛感した。
　そこで、当該時期の古墳出土鉄鏃を詳細に比較検討し
て、棘状関の出現の時期とその様相について明らかにし
たい。
１．検討方法
　Hr-FA降下前の金井遺跡群出土の鉄鏃を代表とする鉄
鏃群を観察すると、５世紀中頃の頸部の長頸化に伴う長
頸鏃の出現後、長頸鏃の関は５世紀後半～末にかけて角
関から台形状に拡がる台形関に変化していることが分か
る。６世紀中頃に出現すると想定されている棘状関を持
つ鏃の開始は、先行する６世紀初頭から前半に盛行する
短頸化した鏃の中にある可能性があるが、Hr-FA降下前
の金井遺跡群の鉄鏃には基本的には見いだせない註１。
　そこで、棘状関の出現の様相について明らかにするた
めに、特に棘状関の出現がいつまで遡るかを検討するも
のとして、Hr-FA降下前の鏃で、金井東裏遺跡のHr-FA
火砕流に被災した甲を着た古墳人が佩用していたと想
定する６世紀初頭の独立片腸抉短頸腸抉長三角形鏃を、
Hr-FA降下以前では時期的に最も新しい可能性がある鏃
として取り上げる。そして、その鏃の関の状況を検討す
る。Hr-FA火砕流で流された甲を着た古墳人が所持して
いたと思われる前述の鏃群が検討資料の上限となる。
　次に、Hr-FA降下後の資料の中で代表的な鉄鏃群を前
方後円墳、円墳と古墳の墳形により区分けして抽出し、
棘状関の状況を比較検討して出現期の様相を明らかにす
る。
　最後に、棘状関の確立期の様相を明らかにするために、
明瞭な棘状関を肉眼観察でも確認できるHr-FP降下前の
資料群を比較検討する。これらの資料群を今回の資料の
下限とする。
　これらの資料を所蔵機関から借用し、軟Ｘ線撮影を行
い、肉眼観察とＸ線画像による棘状関の確認を行い、群
馬県での棘状関の出現の時期とその様相について明らか
にする。
２．棘状関の出現期の様相
Ａ．金井東裏遺跡例（杉山・大木他2019、杉山2021、
2022）（第１図１～３）　
　Hr-FA直前であるが、金井東裏遺跡１号人骨（甲を着た
古墳人）の傍に置かれていた靫から火砕流によって倒れ
て流れ出た25本の独立片腸抉短頸腸抉長三角形鏃（第１
図１～３）の一群の鏃を見てみる。長頸化した鏃が、や

や短頸化して、刃部は片丸から一部鎬を持つもので、長
い逆刺を持ち、頸部の片方にのみ逆刺を持つ形態の鏃で、
類例が近接する時期にある。
　関は台形状を呈しており、初期の棘状関に認められる
段状を呈するものが無い。段状の突起部が無いことが
はっきり分かるものもあれば、関部がやや出っ張ったよ
うな形状を示すものもあるが、棘状関とは言えず、棘状
関出現前の段階のものと想定される。腸抉長三角形鏃は、
この時期以降に盛行する鏃であり、さらに、独立片腸抉
の鏃も少林山台12号古墳などからも出土しており、当該
時期に特徴的な鉄鏃である。この時期を特徴づける鏃で
あるが、このHr-FA降下直前段階には棘状関がまだ形成
されていないことが確認できる。この時期以後の棘状関
の出現の状況を検討するに際して、以下、Hr-FA降下以
後で、棘状関の出現に関連する資料を前方後円墳出土例
と円墳出土例に分けて記述し、検討する。
Ｂ．前方後円墳例
　前方後円墳で初期の両袖横穴式石室を持つ３基の古墳
（梁瀬二子塚古墳・前二子古墳・正円寺古墳）から鉄鏃が
出土しているので、その出土鏃３例を比較検討してみる。
梁瀬二子塚古墳例（大工原・志村他2003、杉山2016，2022）
（第１図４～22、第２図１～９）
　鏃は３種類出ているが、検討の対象の中心となるのは、
短頸段違腸抉長三角形鏃（第１図４～16）と、短頸腸抉長
三角形鏃（第１図17～22）である。短頸段違腸抉長三角形
鏃は左右の刃部の長さが変わるもので、底面が平らな片
鎬造りのため、左側の刃が長くなるもの３点、右側の刃
が長くなるものが６点ある。短い刃部からの頸部長5.2cm
を呈するこれらの鏃には、鏃身関下部に有機質と推定さ
れる円柱状の飾りが付く。円柱状の飾りは総数５点出土
し、基本的にこれら短頸段違腸抉長三角形鏃に伴うもの
である。さて、この鏃の関部であるが、明瞭ではないが、
凸部の小さい段状を呈した関が一部で確認（第１図15）で
きる。諸般の事情からごく一部の鏃のみに軟Ｘ線をかけ
ることができたのみで、あくまで肉眼観察による観察で
はあるが、この凸部の小さい段状の関は棘状関の初現段
階の可能性があるものと想定する。また、この初現期の
段状の棘状関に関しては、台形関の一部として捉えられ
る可能性もあるが、小さくても凸部を有していることを
重視すれば、典型的な突出部を有する棘状関へ変化する
前の段階の棘状関として捉えたほうが良いだろう。
　刃部の小さな短頸腸抉長三角形鏃（第１図17～22）が出
土している。頸部長3.7㎝以上はあるが、長頸鏃では無い。
円柱状の飾りがついていないが、この時期に多く出土す
るこの鏃の関は、さきほどの短頸段違腸抉長三角形鏃と
同様の、明瞭ではないが凸部の小さい段状の棘状関の初
現の様相を呈している関がある（第１図20・21）。一方棘
状の関を呈していない台形状の関と思われるものもある
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（第１図22）。つまり、台形状の関と、段状の棘状関が併
存している。
　以上、２種類の鏃において段状の棘状の関部を有する
ものが確認できる。いずれも、短頸腸抉長三角形鏃に最
初の棘状関が付加された可能性が高い。
　また、梁瀬二子塚古墳では、極度に扁平薄手の短頸長
三角形鏃（第２図１～９）が９本出土している。鏃身関が
斜関で、刃部長が左右で異なる鏃で頸部長5.4～6.3㎝と
なる。左側の刃長が長くなる例が６点、右側の刃長が長
くなる例が３点ある。後述する前二子古墳の鏃形品につ
ながる小型扁平薄手の一群の系統のものと推定してい
る。この鏃の関は関端に向けてやや拡がり、弱い棘の可
能性があるも断定はできず、台形関を呈していると考え
ている。その点で上述の２種類の鏃とは異なる。初現期
では関部の形成において、鏃種により棘状関の形成に違
いがあったと思われ、すべての鏃に棘状関が付けられた
のではなかったことが言える。また、同一鏃種でも棘状
関を持つものと持たないものがあることが想定される。
前二子古墳例（前原1993、前原・杉山他2015，杉山2022）
（第２図10～33、第３図１～９）
　鏃は、短頸腸抉長三角形鏃（第２図10～33）82点、長
頸段違腸抉三角形鏃（第３図１～８）33点、扁平長三角
形鏃形品（第３図９）が３点、計３種類出土している。頸
部長が3.95～5.15cmの短頸腸抉長三角形鏃は、当該時期
を代表する鏃であり、当古墳でもこの鏃が中心となる。
以前は台形状の関としていたが、段状を呈する棘状の関
がいくつかの鏃（第２図10・20・25・27・32他）に認めら
れることなどから、棘状関の初現の様相を示すものとし
て捉える。
　頸部長9.30～10.60cmの長頸段違腸抉長三角形鏃は、
左右の逆刺の長さが異なる鏃で、独立片腸抉鏃と近似す
るが、系統としては別系列と想定される。この時期が初
現期となる鏃である。いずれも鏃身関は、端部が広がり、
一部に段状を呈する棘状関が認められる（第３図１・５・
７）。
　このように、前二子古墳を代表する２種類の鏃ともに、
明瞭ではないものの、一部には段状を呈する棘状関を持
つものがあることから、棘状関の出現期のものと推定し
ている。また、長頸段違腸抉長三角形鏃のように、長頸
鏃が組成の中に戻ってきていることなどは、新しい要素
である。
　もう１種類の鏃は、扁平な板状品で、刃先が尖るも、
刃部の作り出しは弱く、途中で刃の形成をやめている鏃
形品としたい。ここでは、平根長三角形鏃形品（第３図９）
と呼称する。茎は、刃部からそのまま流れるように形成
されており、関部と思われる個所は認められない。前述
した簗瀬二子塚古墳の扁平薄手の短頸長三角形鏃と性格
が近く、さらに儀器化したものである。

　前二子古墳例は、棘状関の初現を代表する古墳として
位置づけられるMT15型式並行の須恵器を有する６世紀前
半の古墳で、この時期に棘状関が一部に定着してきたも
のと推定する。
正円寺古墳例（尾崎1971、松本1981，杉山2022）（第３図10～
33）
　鏃は２種類ある。刃部が小型の片丸造の三角形で、刃
関が角関のもので頸部長９cmほどの長頸三角形鏃（27～
33）が21点ある。刃部長は、0.9～1.3㎝あり、1.1～1.2
㎝のものが多い。関は、33に良く認められるように段状
の棘状関がある。刃部しか確認できないものもこの類の
段状の棘状関を呈しているものと思われる。
　頸部長5.1cmの短頸腸抉長三角形鏃（26）が１点ある。
他に頸部は欠失しているが、刃部の腸抉長三角形が長め
で３㎝以上を有する鏃（24・25）は、この類の鏃の可能性
が高く、それもこの型式の鏃に含めると合計５本となる。
前二子古墳の主要な鏃と同じ形式の鏃であるが、確認で
きたのはこの５点のみである。腸抉は短く、段状の棘状
関（26）が認められる。
　特徴的なのは、刃長2.0～2.5cmの刃部と頸部長2.2～
3.4cmという小型化した短頸腸抉長三角形鏃（10～23）で
ある。５世紀後半の井出二子山古墳や保渡田八幡塚古墳
で出土した小型化した鏃の系統のつながるもので、小型
化した逆刺の短い刃部の鏃であるが、段状の棘状関が一
様に認められる。
　正円寺古墳出土の鏃は、同じ初期の両袖式横穴式石室
である梁瀬二子塚古墳と比べて、長頸化した鏃が戻り、
組成に入っている点、前二子古墳出土鏃と比べると、長
頸鏃が組成の中に戻っている点は同じだが、棘状関が前
二子古墳よりさらに明瞭にすべての鏃に段状に形成され
ていることなどから、時期的に新しいと考えている。
Ｃ．円墳例
　Hr-FA降下後～Hr-FP降下前の規模の小さな円墳例で鉄
鏃の出土している例をあげる。竪穴系の埋葬施設である
舟形石棺状の棺を持つ古墳である台所山古墳例と、Ｔ字
型横穴式石室を持つ下増田上田中１号古墳例、無袖横穴
式石室を持つ洞山古墳例、少林山台12号古墳例、四戸Ⅳ
号古墳例、四戸Ⅰ号古墳例、下郷71号古墳例がある。い
ずれも、棘状関の出現と定型化についての情報を持って
いる。
台所山古墳例（村井・本村1983、杉山2022）（第４図１～４）
　鏃は、短頸腸抉長三角形鏃（１～４）で、頸部長4.6～
6.0cmで、計20本以上出土している。頸部７cmを超える
完全な長頸化に戻らない段階の鏃である。軟Ｘ線では確
認していないが段状の棘状関が確認できる。段状の棘状
関が竪穴系の埋葬主体部からも出土していることを示し
ている。６世紀前半に比定される。
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下増田上田中１号古墳例（菅原・壁2012）（第４図５～19）
　頸部が6.4㎝～7.0㎝とほぼ長頸鏃の範囲に入る長頸腸
抉片刃鏃３本（13～15）と、頸部が7.6～9.0㎝と頸部が長
めの長頸長三角形鏃が８本（５～12）ある。いずれの鏃も
やや突出度の高めの段状の棘状関を有している。須恵器
はMT15型式並行期段階に比定される。
洞山古墳例（尾崎1951・1981、杉山2022）（第５図１～15）
　鏃は、上面からは、刃長1.0～1.1cm、頸部長6.5～
7.0＋cmの長頸三角形鏃（１～６）が７本（報文では５本）、
下面からは、刃長1.3～2.1cm、頸部長5.3＋～6.8＋cmの
長頸長三角形鏃（７～15）が出土している。一部の鏃（15）
を除いて、明瞭な段状の棘状関を呈している。長頸でも
７㎝前後の定型的な長頸鏃が戻る前の段階の鏃であり、
また、腸抉の無い長三角形の刃部の登場を示すもので、
６世紀前半と推定している。
少林山台12号古墳例（飯塚・徳江1993，杉山2022）（第５図
16～26）
　簗瀬二子塚古墳から出土したものと近似する関下に有
機質の円筒キャップ状の飾りを持つ頸部長5.3cmの独立
片腸抉短頸腸抉長三角形鏃（16～18）が５点確認できた。
刃部の確認では７点が確認できており、少なくとも７点
はこの類の鉄鏃があったことが確認できる。この鏃の関
は明瞭な段状の棘状関が確認できている（16・18）ことも
特徴で、正円寺古墳例に近いはっきりした棘状関である。
他に、刃先先端が極端に小さい鏃身角関を有する片丸造
で頸部長9.2cmの長頸三角形鏃（19～21）が４点出土して
いる。長頸三角形鏃は装具が付いていないことが確認で
きている。明瞭な棘状関を持つもの（21）と、棘状関を持
たず、台形状に開くもの（20）がある。すべてが棘状関と
はなっていないことを示すものであろう。５世紀末～６
世紀初頭に一旦短頸化した鏃が、長頸三角形鏃に見られ
るように長頸化に戻りはじめており、短頸化した状況の
金井東裏遺跡１号人骨脇の一群の鏃や、梁瀬二子塚古墳
出土鏃よりは少し新しい。この時期に一部で明瞭な段状
の棘状関が形成されたものと思われる。
　また、この古墳には短茎を持つ重抉平根鏃が21本出土
している。内訳は、五角形鏃が９，長三角形鏃が５，不
明形鏃が７である。確認できる腸抉はすべて重抉なので、
基本的に重抉鏃と推定される。
四戸古墳群Ⅳ号古墳例（藤岡1969・1981，杉山2020，2022）
（第６図１～17）
　鏃は、短茎腸抉長三角形鏃（１）１点、短頸腸抉三角形
鏃（２・３）２点、短頸腸抉長三角形鏃（４～６）３点、長
頸段違腸抉長三角形鏃（７～９）が３点出土している。短
頸腸抉長三角形鏃はこの時期に特徴的な鏃で、梁瀬二子
塚古墳、前二子古墳、正円寺古墳から出土している。段
違腸抉長三角形鏃は、長頸化したものが、前二子古墳か
ら出土しており、当古墳出土例も長頸鏃と推定している。

刃部との接合が不明であるが、いくつかの頸部・茎部が
出土しており、そのうち段状の棘状関が（15）に確認でき
る。それ以外は不分明で台形関であろう。簗瀬二子塚古
墳例や前二子古墳例の鏃との近似性から６世紀前半と推
定する。
四戸古墳群Ⅰ号古墳例（藤岡1969・1981，杉山2020，2022）
（第６図８～21）
　鏃は、無茎腸抉長三角形鏃（18）１点、長頸長三角形鏃
（20・21）２点、短頸腸抉長三角形鏃（19）２点が出土して
いる。頸部の破片が無く、棘状関は確認できない。無・
短茎鏃と長頸鏃・短頸鏃の組み合わせは、少林山台12号、
四戸Ⅳ号墳に共通するものである。長頸長三角形鏃は、
下郷71号古墳例や洞山古墳例、さらに惠下古墳例や久保
遺跡例からも出土する新しい様相を示すもので、６世紀
前半でもⅣ号墳に比べて少し新しいものと推定する。
下郷71号墳例（大塚・石井2016，杉山2022）（第７図１～23）
　鏃は、刃部の存在から33本以上出土していることが分
る。いずれも長頸鏃の長三角形で、頸部は７cmをほぼ超
えており、逆刺を持つものと無いものの２者がある。頸
部長6.7～11.3cmの長頸腸抉長三角形鏃（１～13）は17点、
頸部長7.7～9.15cmの逆刺を持たない新しい様相を示す
長頸長三角形鏃（14～19）は７点あり、それ以外に刃型式
不明が９点ある。逆刺を持つもののほうが主体である。
関は台形関状のもの（20）と段状の棘状関と認定できるも
の（３・４・９・21・22・23）の両者が認められ、段状の
棘状関と判断したものが多い。Hr-FA降下後に構築され
ていることが墳丘の断面観察で分かった例で６世紀前半
の好例である。
３．棘状関の確立期の様相
　Hr-FP降下により覆われた無袖横穴式石室の有瀬Ⅱ号
古墳例、伊熊古墳例、中ノ峯古墳例がある。いずれも明
瞭な突出部を持つ棘状関を持ち、棘状関が確立化したこ
とを示すものである。
有瀬Ⅱ号古墳例（石川1981、杉山2022）（第８図１～15）
　鏃は、頸部長6.6～7.5cmの長頸長三角形鏃（１～６）６
本、頸部長3.6cm以上の頸部を持つおそらく短頸腸抉長
三角形鏃（８～12）が５本ある。この２種類の鏃にはいず
れも明瞭な突出した棘状関がつく。他に無茎平根重抉長
三角形鏃（７）が１点ある。６世紀前半の典型的な短頸腸
抉長三角形鏃と次代の長頸長三角形鏃が共伴する組成で
ある。また、関は明瞭な突出した棘状関を持ち、この段
階から棘状関も以前の段状のあまり突出度の高くない棘
状関から、明瞭に側線部から突出した形態となる。須恵
器はTK10型式に比定されるものである。６世紀中頃に比
定されるものである。
伊熊古墳例（尾崎1981、杉山2022）（第８図16～23）　
　頸部が7.5～8.2cmの長頸長三角形鏃（16～23）が８本出
土している。いずれも完全に長頸化を示す７cm以上の長
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さを有する頸部で、腸抉は無く、刃部の側線が直線状を
呈するもので、明瞭な突出した棘状関を持つ。この段階
以降、この長頸長三角形鏃が短頸腸抉長三角形鏃に代わ
り中心をなす。須恵器がTK10型式並行期古段階に比定さ
れる。
中ノ峯古墳例（桜庭・松本1980、杉山2022）（第９図１～７）
　特徴的な斜関を有する圭頭状の有頸鉄鏃（４）１本、有
頸で二重逆刺の平根重抉長三角形鏃（１～３）３点があ
り、いずれも平均より大型化した平根鏃であり、特徴的
である。また、軟Ｘ線で確認はしていないが、この２種
類の鏃には明瞭な突出した棘状関がついている。平根系
の鏃に棘状関をつけた初現としてよいだろう。また、頸
部9.3cmを計る長頸三角鏃（６）が１点確認できる。この
鏃にも明瞭な突出した棘状関（７）が確認できる。他に無
茎長三角形鏃（５）が１点出土している。須恵器類はTK10
型式並行に比定される。この時期には確実に明瞭に突出
する棘状関があったことを確認できる好例である。
４．まとめ　
　以上、まとめると、棘状関に関しては、６世紀初頭の
Hr-FA降下前の古墳や遺構からの例は見られず、台形関
が主である。そして、Hr-FA火砕流により亡くなった甲
を着た古墳人が佩用していた靫中の25本の鏃である、独
立片腸抉短頸腸抉長三角形鏃の関には段状の棘状関が認
められるものがない。ところが、Hr-FA降下後の、６世
紀前半の梁瀬二子塚古墳、前二子古墳、正円寺古墳など
の前方後円墳で、初現期の両袖横穴式石室から出土した
鏃には、凸部が目立たない小さい段状の棘状関の出現が
認められる。梁瀬二子塚古墳、前二子古墳では、鏃の一
部に段状の棘状関が認められるものがあるが、台形関の
ものもある。対して、正円寺古墳の場合は、すべてが段
状の棘状関を呈しており、棘状関が普及していく様子が
分かる。
　円墳出土例で、Ｔ字型横穴式石室の下増田上田中１号
古墳例や無袖横穴式石室の少林山台12号墳例は早い段階
での明瞭な段状棘状関を持つ好例である。
　舟形状石棺の台所山古墳例や無袖横穴式石室の洞山古
墳例も、段状の棘状関を呈しているが、吾妻地域の無袖
横穴式石室である四戸Ⅰ・Ⅳ号墳や下郷71号墳には、段
状の棘状関があるものと無いものがあり、地域により鉄
鏃での棘状関の形成に違いがあったことを示すものであ
る。
　６世紀中頃のHr-FP降下前、TK10型式並行期の古墳で
ある伊熊古墳例、有瀬Ⅱ号古墳例、中ノ峯古墳例には、
いずれも長頸鏃に明瞭な突出した典型的な棘状関があ
る。さらに、中ノ峯古墳例は平根系の鏃にも棘状関を付
けるようになっている。
　以上述べてきたように、MT15型式並行期の横穴式石室
導入期に段状の棘状関が付くようになりはじめ、さらに

TK10型式並行期のHr-FP降下前にいわゆる典型的な突出
部のある棘状関が成立し、その後の、東日本の鏃の関部
に７世紀中頃まで付けられることになるのである。
おわりに
　棘状関の出現について、軟Ｘ線と肉眼観察から再検討
した結果を述べた。本来ならCTスキャニングなども活用
して検討を行うべきであるが、時間的制約等から果たせ
なかった。しかし、棘状関が横穴式石室の群馬県におけ
る導入などとほぼ同時期に開始されたことは、棘状関の
出現が当時の様々な要素が変化する当該時期の変化の一
要素として行われたことを示すものである。
　今後は、６世紀後半から７世紀代の鉄鏃の様相を明ら
かにする中で、棘状関の途絶についても明らかにしてい
くつもりである。

註
　１　金井東裏遺跡３号祭祀遺構出土鏃のうち、短頸腸抉長三角形鏃
（『金井東裏遺跡』《古墳時代片》本文２　P.570　図533図34の鏃は関が少
し突出した段状関の可能性がある。
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０ ５㎝２:３

金井東裏遺跡　１号人骨脇靫内鏃

梁瀬二子塚古墳①

第１図　金井東裏遺跡　１号人骨脇靫内、梁瀬二子塚古墳①出土鉄鏃図

研究紀要41

84

12

１

２
３

４

５

６

７

８

９

10

11 13

14
15 16

17

18
19

20
21

22



０ ５㎝２:３
前二子古墳①

梁瀬二子塚古墳②

第２図　梁瀬二子塚古墳②、前二子古墳①出土鉄鏃図
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０ ５㎝２:３

前二子古墳②

正円寺古墳

第３図　前二子古墳②、正円寺古墳出土鉄鏃図
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０ ５㎝２:３
下増田上田中１号古墳②

下増田上田中１号古墳①台所山古墳

第４図　台所山古墳、下増田１号古墳出土鉄鏃図
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０ ５㎝２:３

洞山古墳

少林山台12号古墳
第５図　洞山古墳、少林山台12号古墳出土鉄鏃図
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０ ５㎝２:３

四戸Ⅰ号古墳

四戸Ⅳ号古墳

第６図　四戸Ⅳ号・Ⅰ号古墳出土鉄鏃図
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０ ５㎝２:３

第７図　下郷71号古墳出土鉄鏃図
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０ ５㎝２:３

有瀬Ⅱ号古墳

伊熊古墳

第８図　有瀬Ⅱ号古墳、伊熊古墳出土鉄鏃図
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挿図出典
第１図　１～３　杉山・大木ほか　2019より
　　　　４～22　安中市教委で測図、トレース
第２図　１～９　安中市教委で測図、トレース
　　　　10～33　前原・杉山ほか　2015　一部測図改変、トレース
第３図　１～９　前原・杉山ほか　2015　一部測図改変、トレース
　　　　10～33　群大にて実測、トレース
第４図　１～４　東博にて実測、トレース　
　　　　５～19　安中市教委より借用、実測、トレース
第５図　１～15　群大にて実測、トレース
　　　　16～26　埋文事業団にて実測、トレース
第６図　１～22　杉山　2020　よりトレース
第７図　１～30　東吾妻町教委より借用、実測、トレース
第８図　１～23　群大にて実測、トレース
第９図　１～７　渋川市教委にて実測、トレース　

第９図　中ノ峯古墳出土鉄鏃図
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